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        は
じ
め
に 

二
〇
一
四
年
四
月
一
六
日
お
よ
び
五
月
一
八
日
の
蒲
田
モ
ダ
ン
研
究

会
に
て
二
回
連
続
で
昭
和
七
年
松
竹
蒲
田
映
画
作
品
小
津
安
二
郎
監
督

「
大
人
の
見
る
繪
本 

生
れ
て
は
み
た
け
れ
ど
」
の
ロ
ケ
地
の
解
説
本

を
も
と
に
、
講
演
会
と
実
際
の
現
地
を
め
ぐ
る
ま
ち
あ
る
き
を
さ
せ
て

頂
い
た
。 

 

蒲
田
モ
ダ
ン
研
究
会
の
鍋
谷
氏
が
以
前
よ
り
こ
の
映
画
の
ロ
ケ
地
に

関
し
て
「
あ
れ
は
一
体
ど
こ
だ
ろ
う
」
と
幾
度
も
疑
問
を
投
げ
か
け
て

き
た
。
戦
前
の
松
竹
映
画
が
蒲
田
に
撮
影
所
を
構
え
、
多
く
の
作
品
を

制
作
し
て
い
た
こ
と
は
蒲
田
モ
ダ
ン
の
一
つ
の
大
き
な
出
来
事
だ
と
い

う
認
識
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
「
大
人
の
見
る
繪
本 

生
れ
て
は
み
た
け

れ
ど
」
を
見
て
い
る
う
ち
に
彼
の
疑
問
が
な
る
ほ
ど
自
分
の
疑
問
と
な

り
そ
れ
が
次
第
に
中
毒
の
よ
う
に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
撮
影
地

探
し
に
火
が
つ
い
た
。 

小
津
の
昭
和
二
八
年
制
作
「
東
京
物
語
」
は
と
て
も
有
名
だ
が
、
戦

前
の
無
声
映
画
時
代
の
作
品
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
作
品

は
松
竹
の
昭
和
七
年
六
月
三
日
封
切
の
無
声
映
画
だ
。
同
年
の
キ
ネ
マ

旬
報
ベ
ス
ト
テ
ン
で
一
位
を
獲
得
し
て
い
る
。 

 

映
画
は
昭
和
六
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
撮
影
さ
れ
た
よ
う
だ
。
当
時

の
松
竹
蒲
田
撮
影
所
の
作
品
は
撮
影
所
の
近
辺
で
ロ
ケ
を
行
っ
て
い
る

も
の
が
多
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
鵜
の
木
出
身
の
私
が
撮
影
地
探
し

を
開
始
す
る
の
に
は
「
土
地
勘
」
が
役
立
っ
た
。
大
部
分
の
撮
影
地
に

「
こ
こ
ら
辺
」
の
見
当
を
つ
け
る
事
は
容
易
だ
っ
た
が
、
さ
ら
に
詳
し

い
「
こ
こ
」
を
探
す
の
に
は
、
か
な
り
の
時
間
を
費
や
し
た
。
い
ま
だ

全
容
が
解
明
さ
れ
た
と
は
思
っ
て
い
な
い
、
こ
の
映
画
の
撮
影
地
探
し

は
現
在
進
行
形
だ
。 

 

私
は
映
画
の
場
面
か
ら
当
時
の
地
図
や
空
中
写
真
だ
け
を
た
よ
り
に

ロ
ケ
地
を
探
り
始
め
た
。
極
力
小
津
に
関
す
る
資
料
や
論
文
は
参
照
し

な
か
っ
た
の
は
先
入
観
を
持
ち
た
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
映
像
シ
ー
ン

が
持
つ
情
報
、
す
な
わ
ち
、
道
路
、
鉄
道
、
土
地
、
河
川
、
側
溝
、
建

物
、
木
立
、
電
柱
、
煙
突
、
鉄
塔
、
望
楼
、
交
番
、
看
板
等
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
、
そ
し
て
陽
の
光
や
影
を
元
に
方
角
や
撮
影
時
間
帯
の
分
析
を

重
ね
た
。
撮
影
地
点
を
特
定
す
る
ま
で
の
過
程
に
は
ひ
ど
く
「
想
像
力
」

を
働
か
せ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
こ
に
主
観
や
推
測
が
入
り
込
む
の
は

致
し
方
な
か
っ
た
。 

光
と
影
か
ら
見
解
く
撮
影
場
所 

昭
和
七
年
小
津
安
二
郎
作
品 

「
大
人
の
見
る
繪
本 

 
 
 

生
れ
て
は
み
た
け
れ
ど
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
川 

達
雄 
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時
代
背
景 

関
東
大
震
災
後
、
都
心
か
ら
転
居
す
る
人
口
で
、
郊
外
へ
都
市
化
が

拡
大
し
、
鉄
道
会
社
は
敷
設
事
業
と
同
時
に
宅
地
開
発
、
学
校
誘
致
、

遊
園
地
建
設
を
行
い
な
が
ら
利
用
者
を
増
や
し
た
。
蒲
田
・
大
森
で
は

す
で
に
省
線
電
車
の
蒲
田
駅
（
明
治
三
七
年
開
業
）
大
森
駅
、
蒲
田
電

車
庫
、
矢
口
発
電
所
（
震
災
で
倒
壊
）
運
用
さ
れ
、
私
鉄
の
池
上
電
気

鉄
道
（
大
正
十
一
年
）
目
黒
蒲
田
電
鉄
（
大
正
十
二
年
）
が
蒲
田
に
乗

り
入
れ
て
い
た
。 

 

明
治
後
期
、
池
上
徳
持
町
に
競
馬
場
が
開
設
さ
れ
た
が
、
当
時
は
大

森
か
ら
乗
合
馬
車
で
池
上
ま
で
観
客
が
来
て
い
た
に
違
い
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
馬
券
法
の
問
題
で
四
年
後
に
廃
止
に
な
っ
て
放
置
さ
れ
た
。
大

正
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
耕
地
整
理
が
進
み
、
競
馬
場
跡
や
田

畠
が
碁
盤
状
に
造
成
さ
れ
、
最
終
的
に
は
電
鉄
会
社
の
田
園
都
市
株
式

会
社
（
目
黒
蒲
田
電
鉄
）
が
分
譲
し
た
。
鉄
道
沿
線
の
宅
地
化
は
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
（
道
路
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
下
水
）
を
伴
い
、
商
店

や
医
院
、
公
共
施
設
、
学
校
等
が
整
備
さ
れ
て
行
く
。
鉄
道
駅
前
の
商

店
街
が
発
生
し
た
の
も
こ
の
時
期
だ
ろ
う
。 

 

昭
和
七
年
、
荏
原
郡
が
東
京
市
に
編
入
さ
れ
、
蒲
田
区
・
大
森
区
と

し
て
出
発
し
た
。
東
京
市
に
な
っ
た
の
だ
。
こ
の
映
画
は
図
ら
ず
も
、

こ
の
大
変
動
の
時
期
に
こ
の
地
域
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
映
像
と
し

て
記
録
し
た
大
田
区
に
と
っ
て
第
一
級
の
資
料
だ
。 

撮
影
場
所
を
追
う 

映
画
は
エ
ン
コ
し
た
ト
ラ
ッ
ク
の
シ
ー
ン
か
ら
始
ま
る
。
引
越
し
の

ト
ラ
ッ
ク
が
轍
に
は
ま
っ
て
父
親
が
ク
ラ
ン
ク
を
回
し
て
い
る
。
こ
こ

は
旧
池
上
競
馬
場
跡
で
あ
ろ
う
と
直
感
的
に
わ
か
っ
た
。
当
初
映
画
を

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
み
て
い
た
時
に
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
が
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

で
視
る
と
全
く
違
う
二
つ
の
方
向
の
、
は
る
か
遠
く
に
電
車
が
走
る
の

が
見
て
取
れ
る
。
目
蒲
線
と
池
上
線
の
電
車
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
こ

の
場
所
が
現
在
の
池
上
七
丁
目
付
近
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る 

❶
。

池
上
線
方
向
の
彼
方
に
煙
突
が
見
え
る
、
大
城
通
り
沿
い
に
あ
っ
た
内

外
毛
織
の
工
場
だ
ろ
う 

Ⓐ
。 

 

父
親
が
子
供
た
ち
と
別
れ
専
務
の
家
に
挨
拶
に
向
か
う
（
映
画
で
は

池
上
駅
方
向
に
歩
き
去
る
）
行
き
着
い
た
と
こ
ろ
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

あ
る
洋
館
だ
。
当
時
、
大
森
区
・
蒲
田
区
で
洋
館
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と

の
組
み
合
わ
せ
と
い
え
ば
、
ま
ず
大
森
山
王
か
田
園
調
布
を
想
像
す
る
。

昭
和
初
期
の
地
図
と
空
中
写
真
、
当
時
の
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
歴
史
等
の

資
料
か
ら
、
田
園
調
布
の
宝
来
公
園
へ
向
か
う
途
中
の
右
手
に
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
が
見
つ
か
っ
た 

❷
。
映
像
で
子
供
達
が
門
か
ら
走
り
去
る
場
面

で
お
向
か
い
の
家
の
門
と
樹
木
を
現
地
で
確
認
し
た
時
は
興
奮
し
た
。

元
々
、
大
森
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
銀
行
家
で
あ
っ
た
ご
当
主
が
田
園
調

布
に
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
と
卓
球
ク
ラ
ブ
を
建
て
た
そ
う
だ
。
残
念
な
が
ら

お
向
か
い
の
家
の
門
は
数
年
前
に
は
な
く
な
り
、
映
像
に
あ
っ
た
桜
の

木
は
剪
定
さ
れ
て
小
さ
く
な
っ
た
が
今
も
現
存
し
て
い
る
。 

❶トラックが 

エンコした道 

❷岩崎邸の 

テニスコート 

ペ
ー
ジ
上
部
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
読
み
込
む
と
、
国

土
地
理
院
の
昭
和
十
一
年
の

空
中
写
真
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 
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引
っ
越
し
後
、
弟
は
原
っ
ぱ
に
遊
び
に
出
る
。
ガ
キ
大
将
た
ち
が
歩

い
て
い
る
場
面
は
池
上
競
馬
場
跡 

❶
、
そ
れ
に
続
く
シ
ー
ン
の
背
後
に

は
「
黒
澤
村
」
の
給
水
塔 

Ⓑ
が
み
え
る
。
現
在
の
蒲
田
電
車
庫
の
北
側

付
近
だ
❸
。（
小
津
の
昭
和
四
年
作
品
「
突
貫
小
僧
」
に
も
黒
澤
村
が
登

場
す
る
。
こ
の
映
画
の
弟
役
の
突
貫
小
僧
こ
と
青
木
富
夫
が
主
役
だ
っ

た
。
斎
藤
達
雄
と
坂
本
武
も
登
場
し
て
い
る
）
父
親
が
歩
い
て
く
る
背

後
に
は
架
線
の
終
端
を
支
持
す
る
傾
斜
し
た
支
柱
が
並
ん
で
い
る
。
残

念
な
こ
と
に
こ
の
独
特
な
支
柱
は
四
年
前
に
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
蒲
田
電
車
庫
は
松
本
清
張
の
小
説
「
砂
の
器
」
に
殺
人
現
場
と
し

て
登
場
し
、
映
画
化
も
さ
れ
て
い
る
事
で
も
有
名
だ
が
、
小
津
は
三
十

年
も
前
に
映
画
に
し
て
い
る
。 

 

朝
、
父
親
は
線
路
脇
の
庭
で
体
操
を
し
て
い
る
。
庭
先
を
頻
繁
に
電

車
が
行
き
交
う
。
子
供
た
ち
と
父
親
は
一
緒
に
家
を
出
る
。
玄
関
前
の

道
に
出
る
と
ガ
キ
大
将
た
ち
が
待
ち
伏
せ
て
い
る
。
そ
の
道
の
先
に
も

電
車
が
横
切
る
。
家
と
線
路
の
位
置
関
係
に
大
変
苦
労
し
た
が
、
庭
は

池
上
線
の
池
上
・
蓮
沼
間
だ
ろ
う 

❹
。
線
路
の
向
こ
う
は
広
大
な
空
地

の
様
だ
が
、
電
柱
が
整
列
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
前
出
の
池
上
競

馬
場
跡
で
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
、
玄
関
先
の
道
は
後
の
シ
ー
ン

で
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。 

 

父
親
と
子
供
達
は
カ
ー
ブ
す
る
線
路
脇
の
道
を
歩
い
て
踏
切
に
来
る
。

電
車
が
走
り
去
る
わ
ず
か
な
右
カ
ー
ブ
、
ガ
ー
ド
、
染
物
屋
が
見
え
る
。

朝
と
い
う
設
定
で
当
然
「
朝
日
」
だ
と
思
っ
て
い
た
陽
の
光
は
実
は
午

後
の
日
光
だ
と
気
が
つ
い
た
。
冬
の
午
後
、
太
陽
が
低
い
時
の
光
は
朝

日
と
見
分
け
が
つ
か
な
い
。
方
位
が
判
明
す
る
と
、
そ
こ
は
目
蒲
線
矢

口
渡
駅
か
ら
蒲
田
方
面
に
向
か
っ
て
三
つ
目
の
踏
切
だ
っ
た 

❺
。
現
在

は
環
八
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
真
上
に
位
置
し
て
い
る
。
踏
切
の
先
に
は

六
郷
用
水
を
ま
た
ぐ
橋
、
望
楼
が
見
え
る
Ⓒ
。
こ
こ
を
更
に
進
む
と
右

手
に
矢
口
東
小
学
校
が
あ
る
は
ず
だ
が
、
道
の
左
側
に
学
校
が
現
れ
る
。 

 

学
校
を
左
手
に
見
て
歩
く
子
供
達
の
先
に
ま
た
電
車
が
見
え
る
。
先

ほ
ど
渡
っ
た
踏
切
の
道
の
延
長
上
に
あ
る
矢
口
東
小
学
校
は
道
路
の
右

側
に
あ
る
。
手
前
で
右
に
折
れ
て
矢
口
東
小
学
校
の
南
側
の
道
を
東
に

進
む
と
池
上
線
に
当
た
る
が
距
離
的
に
ず
っ
と
遠
い
。
逡
巡
し
た
挙
句

た
ど
り
着
い
た
結
論
は
「
矢
口
小
学
校
」
だ
っ
た 

❻
。
現
在
の
踏
切
は

第
二
京
浜
を
跨
ぐ
た
め
に
盛
り
土
上
に
あ
る
が
、
当
時
は
平
面
で
多
摩

堤
通
り
と
交
差
し
て
い
た 

Ⓓ
。
遠
く
久
が
原
台
の
木
々
が
望
め
る
。
門

前
の
兄
弟
の
背
後
に
矢
口
渡
駅
に
止
ま
る
電
車
と
煙
突
が
見
え
る
。 

 

兄
弟
は
学
校
の
門
ま
で
行
く
が
、
そ
こ
か
ら
引
返
し
原
っ
ぱ
で
一
日

を
過
ご
す
。
こ
の
場
面
は
同
じ
道
を
往
き
来
し
て
撮
ら
れ
て
お
り
、
道

端
の
建
物
が
二
度
映
る
。
道
の
先
、
左
側
に
銭
湯
だ
ろ
う
か
白
い
煙
突

が
見
え
る
。
こ
こ
に
は
か
つ
て
堀
川
湯
と
い
う
銭
湯 

Ⓔ
が
あ
り
、
こ
の

原
っ
ぱ
の
位
置
が
特
定
で
き
た
。
矢
口
渡
駅
か
ら
二
つ
目
の
踏
切
の
す

ぐ
北
側
、
現
在
は
ま
さ
に
環
八
道
路
上
に
あ
た
る 

❼
。 

❸弟が亀吉に 

出会った場所 

❹吉井邸の庭 ❺朝の踏切 ❻矢口小学校 ❼学校をサボ

った草っ原 



 119 

子
供
達
の
帰
宅
後
、
父
と
教
師
が
歩
い
て
い
る
場
面
は
二
つ
の
踏
切
、

吉
井
家
の
庭
先
左
前
の
踏
切
と
、
朝
の
玄
関
前
の
道
の
先
の
踏
切
だ
。

後
者
の
踏
切
の
背
景
建
物
に
「
日
東
ペ
イ
ン
ト
」
と
読
め
る
。
旧
地
図

で
武
蔵
新
田
駅
東
側
、
六
郷
用
水
脇
に
「
日
東
ペ
イ
ン
ト
製
造
所
」
Ⓕ

と
あ
る
。
よ
っ
て
吉
井
家
の
玄
関
先
は
目
蒲
線
の
武
蔵
新
田
の
マ
ル
エ

ツ
の
前
辺
り
だ
と
判
明 

❽
。
朝
走
り
去
る
子
供
達
の
間
に
、
注
意
深
く

見
る
と
、
う
っ
す
ら
と
灰
色
の
巨
大
な
建
物
が
遠
方
に
見
え
る
が
、
大

森
の
ガ
ス
タ
ン
ク
だ
。 

 

子
分
を
引
き
連
れ
た
亀
吉
が
五
銭
玉
を
拾
う
場
所
は
、
そ
れ
に
続
く

交
番
（
実
在
し
た
蒲
田
警
察
署
道
塚
派
出
所
）
❾
の
位
置
か
ら
辿
る
と
、

蒲
田
駅
の
西
、
環
八
の
西
蒲
田
八
丁
目
、
新
蒲
田
一
丁
目
辺
り
を
中
心

に
撮
影
し
て
い
る
と
推
測
す
る 
❿
。
当
時
の
目
蒲
線
は
、
登
校
時
の
踏

切
辺
り
か
ら
南
側
へ
カ
ー
ブ
し
、
道
塚
駅
を
経
由
、
国
鉄
線
路
と
並
行

し
て
蒲
田
駅
に
至
っ
た
。
戦
後
、
現
在
の
様
に
池
上
線
と
並
行
す
る
線

路
に
な
っ
た
。
線
路
跡
の
一
部
は
東
矢
口
三
丁
目
に
細
い
道
路
と
し
て

残
っ
て
い
る
。「
道
塚
駅
」
は
か
つ
て
「
本
門
寺
通
」
と
い
い
、
駅
か
ら

北
へ
向
か
え
ば
池
上
本
門
寺
へ
出
ら
れ
た
。
南
に
向
か
う
と
交
番
や
蒲

田
電
車
庫
の
斜
め
の
継
線
柱
列 

Ⓖ
を
経
由
し
六
郷
に
向
か
う
。
子
供
達

が
右
往
左
往
す
る
原
っ
ぱ
は
旧
目
蒲
線
線
路
の
南
側
、
道
塚
駅
の
東
側

だ
。
駄
菓
子
の
屋
台
の
背
後
に
は
、
僅
か
だ
が
電
車
の
架
線
ら
し
き
も

の
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
シ
ー
ン
に
よ
っ
て
登
場
す
る
子
供
た
ち
が

違
い
、
建
設
中
の
建
物
の
進
捗
に
違
い
が
見
て
取
れ
る
。 

舞
台
は
突
如
蒲
田
電
車
庫
の
南
西
側
に
飛
ぶ
。
か
つ
て
あ
っ
た
省
線

矢
口
発
電
所
の
引
込
み
線
の
脇
に
あ
る
鉄
道
省
官
舎 

⓫
に
駆
け
込
む
。

酒
屋
の
小
僧
の
助
け
も
あ
っ
て
亀
吉
を
懲
ら
し
め
、
遂
に
兄
弟
が
子
供

ら
の
主
導
権
を
握
る
。
そ
し
て
、
電
車
庫
脇
か
ら
新
蒲
田
三―

二
二―

一
九
の
Ｙ
字
路 

⓬
で
た
む
ろ
し
な
が
ら
、
皆
で
父
親
自
慢
を
し
て
い
る

と
、
弟
は
父
親
が
車
か
ら
出
る
の
を
発
見
す
る
。 

 

専
務
の
車
が
止
ま
っ
た
場
所
は
新
蒲
田
の
Ｙ
字
路
と
は
全
く
違
う
場

所
だ
。
専
務
の
息
子
の
太
郎
の
後
に
「
矢
・
・
」
と
い
う
白
い
立
て
看

板
、
交
差
点
方
向
ア
ン
グ
ル
の
左
に
同
じ
看
板
が
見
え
る
が
判
読
不
能

だ
っ
た
。
様
々
な
資
料
か
ら
「
矢
口
幼
稚
園
」
⓭
だ
と
確
信
す
る
。「
矢

口
幼
稚
園
」
は
東
矢
口
一
丁
目
の
交
差
点
に
現
存
す
る
。
交
差
点
方
向

と
子
供
達
に
向
か
う
ア
ン
グ
ル
に
矛
盾
が
あ
る
。
日
光
や
影
の
分
析
か

ら
、
交
差
点
ア
ン
グ
ル
は
北
向
、
子
供
達
正
面
ア
ン
グ
ル
は
西
向
だ
。

あ
え
て
交
差
点
か
ら
南
、
東
方
向
の
映
像
が
な
い
の
は
道
路
工
事
中
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
こ
の
交
差
点
は
登
校
時
に
渡
る
踏
切

の
延
長
上
に
位
置
す
る
。 

 

以
上
、
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
撮
影
箇
所
を
巡
っ
た
が
、
大
い
に
役
立
っ
た

の
が
大
田
区
教
育
委
員
会
編
「
地
図
で
み
る
大
田
区
」
と
国
土
地
理
院

空
中
写
真
だ
。
か
つ
て
の
地
域
の
姿
が
残
る
映
画
は
こ
れ
以
外
に
も
た

く
さ
ん
あ
る
が
、
ぜ
ひ
手
始
め
に
こ
の
映
画
を
見
て
欲
し
い
。
約
九
十

年
前
の
大
田
区
の
姿
が
そ
こ
に
あ
る
の
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

了 

❾ 派 出 所 ❿五銭玉を 

拾った空地 

⓫鉄道省官舎 ⓬ Y 字 路 ⓭矢口幼稚園 ❽吉井邸の 

玄関先の道 
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「大人の見る繪本　生れてはみたけれど」
　撮影スポットマップ

❶トラックがエンコした道　
　大田区池上７丁目31-15付近
❷岩崎邸のテニスコート
　大田区田園調布３丁目21-9
❸啓二が亀吉に知恵の輪をとられた空地
　大田区新蒲田１丁目20～22付近
❹吉井邸の庭
　大田区西蒲田２丁目8-25付近の線路ぎわ
❺朝の踏切　矢口渡３号踏切
　大田区新蒲田２丁目9-10（環八アンダーパス上）
❻小学校の校門（矢口小学校）
　大田区多摩川１丁目18-22
❼兄弟がさぼっている草っ原
　大田区新蒲田２丁目8～9付近（環八上）
❽吉井邸の玄関先の道
　大田区矢口１丁目19-1付近（マルエツ前）
❾亀吉たちがお金を届けた交番（道塚派出所）
　大田区新蒲田２丁目1-13
10亀吉たちが五銭玉をひろった空き地
　大田区西蒲田８丁目、新蒲田１丁目付近
11亀吉から兄弟が主導権を取った辺り
　大田区西六郷１丁目13付近（旧国鉄官舎跡地）
12その後子供たちが親父自慢をしている角
　大田区新蒲田１丁目22-19
13お父さんが車を降りた交差点
　大田区東矢口１丁目6-149（矢口幼稚園前）

　背景に見えるランドマーク
Ⓐ内外毛織工場の煙突（現存しない）
　大田区西蒲田３丁目1-10
Ⓑ黒澤村の給水塔（現存しない）
　大田区新蒲田１丁目13-10付近
Ⓒ望楼塔（現存しない）
　大田区東矢口３丁目15-25
Ⓓ矢口小学校北、武蔵新田2号踏切
　大田区多摩川１丁目9-15
Ⓔ銭湯の煙突　堀川湯（現存しない）
　大田区東矢口2丁目18-8
Ⓕ日東ペイント製造所（現存しない）
　大田区矢口１丁目4-7
Ⓖ国鉄蒲田電車車庫終端支柱（現存しない）
　大田区新蒲田３丁目28-11付近


